
要  望  書 
 

 熊本県は、日本最大の断層である中央構造線がほぼ東西に横断するなど地形

が急峻で、地質が非常に脆弱なことに加え、台風や豪雨等の自然災害のたびに

幹線道路や生活道路の多くが寸断され、地域生活・産業・経済に甚大な被害を

被っています。 

 

 また熊本県は、一級河川の菊池川、白川、緑川、球磨川等多くの河川を有し、

過去においてたびたび大水害や大規模土砂災害が発生していることからも明ら

かなように、未だ十分な安全性が確保された状況にはありません。 

 

 加えて、近い将来、高い確率で発生すると言われている東南海・南海地震が

懸念されており、九州においても大規模災害時の緊急輸送路の整備が急務であ

り、高規格幹線道路のミッシングリンク解消に向けた九州中央部の横断道路の

整備による九州８の字ネットワークの早期整備が求められます。 

 

 これらの問題を解決・解消し、地域住民が安全・安心に暮らしていくために

は、国による強力な治水・砂防・道路等事業の推進が必要であります。 

 

 一方、我が国においては昨年３月１１日発生の東日本大震災、８月末から９

月始めにかけての台風１２号による紀伊半島の大規模土砂災害、九州において

は１月末からの霧島 新燃岳の５２年ぶりとなる爆発的大噴火により宮崎県を

中心に大きな被害が発生しました。これら未曾有の広域的な災害において、地

方整備局など国の出先機関が果たした役割は非常に大きく、またその専門力・

広域的な行動力が大いに発揮されました。 

 

 このような状況・事情を顧みるとき、地域主権という時代の趨勢にあっても、

地域の安全・安心な社会基盤整備、大規模災害対応における国の果たす役割は

非常に重要なことから、拙速な国の出先機関廃止論に反対するとともに、基礎

自治体の意見を十分反映させるよう、ご要望申し上げます。 
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